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女 星 活 躍 と っ と り 会 議・鳥 取 県
イクボス・ファミボス普及推進委員会

イ ク ボ ス・
フ ァ ミ ボ ス
の 実 践
企業の取組事例からみる
ワーク・ライフ・バランス実践のヒント
※イクボス・ファミボスとは、仕事と家庭（子育てや介護）の両立が出来る職場環境づくりを担い、
　部下の仕事と家庭の両立を応援するワーク・ライフ・バランス実践リーダーのこと

イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❻
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（令和4年12月21日 日本海新聞掲載）

日南福祉会
（日南町、坪倉孔喜理事長、従業員148人）

妊娠時から復職を
手厚く支援 「イクボス・ファミボス宣言」を手にする坪倉理事長（中央）と夫婦で同会に勤める職員

「健全経営」「まごころのサービス」「職員の自己実現」を経営方針

に掲げる。マンパワーが何より大切な介護・福祉分野で長年、職員

の働きやすさを重視。誰もが働きやすい職場環境を整備して、利用

者に喜ばれるより良いサービス提供につなげている。

従業員の８割近くを女性が占める日南福祉会。出産に伴って休業

する職員を手厚くサポートする。上司や労務担当者を交えて、妊娠

時から産休育休中の期間のほか、復職後2カ月までの支援プランを

立て、復職前には再度就業希望を確認し就業環境に配慮。夜勤のな

い部署での復職など家庭との両立を支援している。

復職後は始業時間の繰り下げや終業時間の繰り上げをする短時

間勤務や所定外労働の免除制度がある。どちらも子が小学校就学

の始期に達するまで利用でき、また、男性職員には３日間の配偶者

出産休暇制度がある。

さらに、事業所内保育所の活用により、職員は無料で子どもを預

けることができ、土曜・祝日の受け入れや給食の提供など利用のし

やすさが職員から喜ばれている。

職員の健康面では、部署と職員それぞれで健康に関する目標を

立て、部署全体で一人一人の健康を気遣い合う健康経営を推進。ま

た、職員の人材育成面では、資格取得費用の法人負担や、半期ごと

に評価面談を行うなど能力アップを後押しする。坪倉孔喜理事長

（64）は「今後もイクボス・ファミボス宣言を推進し、男女ともにライ

フステージに応じた働き方ができるよう職場改善に努めたい。その

ためにも職員の声にしっかりと耳を傾けていきたい」と話す。

❶配偶者出産休暇や事
業所内保育所の活用
により、仕事と家庭と
の両立を支援！

❷職場復帰プラン作成
による円滑な職場復
帰支援や資格取得費
用の法人負担により、
人材育成を推進！

社会福祉法人
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 Ⅰ. イクボス・ファミボスの理念

　「イクボス・ファミボス」とは、子育てはもちろん介護と仕事を両立できる職場環境づくりを担
い、部下の家庭と仕事の両立を応援するワーク・ライフ・バランスの実践リーダーのことです。
　人口減少が続く中、労働力の確保は、健全な企業経営にとって大きな課題です。
　また、共働き世帯の増加や高齢化の進展により、今後、育児や介護などで、働く時間に制約の
ある従業員が増加することが見込まれます。
　さらに、個人の価値観は多様化しており、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、在宅勤務を
はじめとするテレワークなど、働く場所や時間を限定しない多様で柔軟な働き方への関心が高
まっています。
　企業においては、人材の確保や定着に向け、働きやすい職場環境づくりを進めることがますま
す重要となり、イクボス・ファミボスとしての取組が強く求められています。

　経営者が多様な価値観や働き方を理解し、自らが率先してワーク・ライフ・バランスを充実さ
せ、イクボス・ファミボスとしての決意を表明・発信・実践することで、次のような効果が期待でき
ます。

・充実したワーク・ライフ・バランスを応援する企業としてのイメージが定着し、多様な人材の確
保につながります。

・職場でのコミュニケーションの活性化により、風通しの良い職場風土が形成され、結束力が高
まり、緊急時にもチームでカバーし合える関係づくりにつながります。

・必要な時に休暇や両立支援制度を利用しやすくなり、就業継続につながります。
・限られた時間で成果を出せるよう、仕事の進め方の見直し、効率化につながります。
・プライベートの充実により、従業員の意欲や満足度の向上につながります。
・従業員の心身の健康につながります。

求められるイクボス・ファミボス

経営戦略としてのイクボス・ファミボス

イクボス・ファミボスの実践 03

イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❽

コ
コ
に

注
目
!

（令和5年1月24日 日本海新聞掲載）

鳥取部品
（琴浦町、深谷紀行社長、従業員84人）

働く姿に接する
こども参観日 従業員の子どもが職場を見学し、ものづくりを体験する「こども参観日」

仕事と家庭を両立し、全従業員が働きやすい職場を実現しよう

と、2017年にイクボス・ファミボス宣言をした。従業員による意見を

ボトムアップする環境を整え、有休を取りやすい職場風土もつく

り、21年度は全従業員の年次有給休暇日数の取得実績が付与日数

の77％を達成している。

主に自動車や農業建機の部品（ワイヤハーネス）の製造・設計など

を手がけ、従業員の約６割が女性で子育て世代が多い。仕事と家庭

の両立支援を進める職場づくりの一つが「こども参観日」の実施。

従業員の子どもを職場に招待し、父親や母親が働く姿に接しても

らい、ものづくりも体験してもらう。家族や同僚の理解が進む上、

「やりがいや士気向上にもつながる」「子どもとコミュニケーション

が図れた」と従業員からも好評だ。

そのほかにもより活用しやすい多様な有休取得の取り組みをそ

ろえる。有休を計画的に取得できるよう有給休暇取得奨励日を設

定したほか、消化できなかった年次有給休暇を最大年５日、通常の

年次有給休暇とは別に長期の療養や介護・看護などのため次年度

以降に積み立て、最大で８年分40日まで活用できる「バックアップ

ホリデー」を導入。従業員の提案による職場づくりも大切にしてお

り、従業員でつくる「健康委員会」からの要望で、昨年10月から２時

間単位で有休取得できる取り組みも始めた。

深谷社長（52）は「基本はやはり人で、従業員の心身の健康があっ

てこそ会社は成り立つ。多様性を重視し、誰もが共に働きやすい職

場を作っていきたい」と話し、従業員が働き続けたいと思える会社

づくりに取り組んでいる。

❶こども参観日の実施
に よ り 、家 庭 内 の コ
ミュニケーションを
促進！

❷有給休暇の取得奨励
日の設定や積立制度
等により、ワーク・ラ
イフ・バランスを推進！

株式会社
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※イクボス・ファミボス宣言の申請方法等については、鳥取県女性活躍推進課（連絡先等は裏表紙参照）までお気軽にお問い合わせください。

イクボス・ファミボスの取組を進めるためには
　子育てや家族の介護など部下の家庭事情を理解して、応援できる職場づくりを進めるためには、
経営者や管理職の役割が重要です。
　仕事と家庭の両立のための社内規程の整備や周知、制度を使いやすい職場風土づくり、周囲の
フォロー体制整備など、イクボス・ファミボスの取組を進めましょう。

［取組例］

日頃から部下と積極的に
コミュニケーションを

取るなど、
相談しやすい

雰囲気づくりを
している。

部下の家庭環境や
地域活動参加などに

配慮し、相談に
応じている。

連続休暇や計画的な
休暇付与により

有給休暇の取得促進に
努めている。

ムダな業務の見直しや
業務の平準化、

ノー残業デーの設定など、
時間外労働削減に
取り組んでいる。

自らも定時退社や
有給休暇の

計画的取得を率先して行い、
ワーク・ライフ・バランス

を実践している。

必要に応じて
仕事と家庭の

両立支援制度を
拡充し、

利用を奨励している。

代替要員の確保や
複数担当制、職域拡大の

取組など、両立支援制度が
利用しやすい体制づくりに

取り組んでいる。

在宅勤務や
フレックスタイム、

短時間正社員制度など、
多様で柔軟な

働き方を
導入している。

研修参加や資格取得、
自己啓発を

支援するなど、
人材育成に努めている。

イクボス・ファミボスとしての
決意を表明し実践しましょう!

1．長時間労働の削減、休暇や両立支援制度等の積極活用、柔軟な働き方への理解促進などにより職
場の働き方改革を推進し、部下の仕事と家庭生活・地域活動との両立を応援します。

2．職場全体にイクボス・ファミボスの取組を浸透させることで、誰もが働きやすい職場づくりを進め、
従業員の意欲と職場の力を向上させます。

3．自らも率先して、家庭での役割や地域活動に積極的に関わるとともに、家族との時間や余暇を楽
しみ、ワーク・ライフ・バランスを実践します。

令 和5年3月１日 株式会社 鳥取県
代表取締役　鳥取 未来

私は、「イクボス・ファミボス」として、
次の取組を実行することを宣言します。

イクボス・
ファミボス

宣言
（サンプル）

   鳥取県はイクボス・ファミボスを応援します

04 イクボス・ファミボスの実践



Ⅱ.  イクボス・ファミボス宣言優良企業の取組

ＦＤＫ
株式会社鳥取工場

（岩美町、成瀬悟工場長、社員370人）

有休取得推進「３勤３休」も
成瀬工場長（左から２人目）のイクボス宣言を再確認する社員たち

（令和4年1月15日 日本海新聞掲載）

年次有給休暇の取得70％（14日）以上－。成瀬悟工場長（52）がイ

クボス宣言の中で約束した項目の一つ「長時間労働を抑制し、有休

が取りやすい職場風土をつくる」ための数値目標だ。本年度は社員

全員の70％取得を目指し、６割の社員が達成した昨年度よりさら

に高い目標を掲げる。

電池の製造を手掛けるＦＤＫ鳥取工場（本社・東京都）。生活と仕

事の調和を図りながら効率的に働くことができるよう、総務・管理

など間接部門にフレックスタイム制度を導入し、130人が活用。

　一方、24時間稼働の製造部門には１時間単位での有休取得を認

めている。

有休取得推進のため、月ごとに全員の休暇予定を公開している

部署も。野沢操総務部長（56）は「1人では休みにくい。部署全員の休

暇予定を見える化することで、忙しくて休めない人の仕事をシェア

する雰囲気も生まれる」と評価する。

また、ワーク・ライフ・バランス実践のため、製造部門で「４勤２

休」から「３勤３休」の勤務体制に移行を進め、勤務時間を調整する

とともに、休日を増やしてまとまった休みが取れるようにした。

　工場長を座長に、各班のリーダーが集う意見交換でも３勤３休の

推進要望があった。社員からは「しっかり休むことができ、体力的

にも楽。仕事への集中力が高まるし、プライベートの充実にもつな

がる」と好評だ。

成瀬工場長は「家族との時間を大切にしたり、自らを高めるなど

仕事以外の時間を有意義に使ってほしいと思っている。全社員の有

休取得70％以上は、働きがいのある職場にしていくために達成し

なければならない目標だ」と意気込む。

イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❶
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❶フレックスタイム制
度や時間単位による
有給休暇制度により、
仕事と家庭との両立
を支援！

❷３勤３休の勤務形態
により、ワーク・ライ
フ・バランスを推進！
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❶育児・介護で利用でき
る独自の休暇制度の
導入により、仕事と家
庭との両立を支援！

❷経営者と全従業員に
よる面談を通じた社
内コミュニケーショ
ンの促進！

（令和5年2月17日 日本海新聞掲載）

山陰スバル
（米子市、石原亘社長、社員152人）

社長が一人一人と面談
面談で社員の話に耳を傾ける石原社長（右）

仕事と家庭を両立し、男女ともに生き生きと働ける職場づくりを

進め、法定を上回る休暇や短時間勤務などの制度を導入。年次有給

休暇の平均取得日数は１５日（２０２１年度）で、全国のスバル販売

会社の中で１位。社員の声に耳を傾けつつ、働きやすさと生産性向

上の好循環による企業成長を目指している。

就業規則や人事評価は中四国スバル販売会社グループ共通の制

度を運用し、育児短時間勤務は小学３年まで、育児・介護に利用で

きる特別休暇は法定休暇に加え年２０日まで取得可能。育児のため

に特別休暇を活用する男性社員も年々増えつつある。

年次有給休暇は、年５日取得の義務化を機に計画的な取得を推

進。社員が心身ともに健康で働ける職場を目指す健康経営の取り

組みの一環としても力を入れ、必要に応じて個別に声かけをするな

ど、職場全体で積極的に取得を促してきた。

社内のコミュニケーションも重視し、石原社長による全社員との

面談は時間制限を設けず、一人一人とじっくり向き合う。時には趣

味の話題で盛り上がることもあり、職場の課題を把握するだけで

なく、社員との関係性を深めるきっかけにもなっている。

石原社長は「社員が生き生きと働く姿勢は、お客さまにも伝わる

はず。人口減少やＥＶ化などの課題に対応しつつ収益を上げていく

ためにも、より働きやすい環境を目指し、社員の意欲や生産効率を

高めていきたい」と力を込める。

株式会社
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（令和4年1月27日 日本海新聞掲載）

山陰警備保障
（鳥取市、藤田泰央社長、従業員120人）

社員の声、現場に生かす
「改善提案書入れ」を設け、働きやすい職場づくりに力を入れる

２４時間勤務が多い警備業界の中で、１日８時間の勤務制度を導

入している同社が掲げるのは「ワーク・ライフ・バランス」の実現。メ

リハリのある働き方を推進するとともに、社員の声を現場に生か

す。

若い世代の定着率が低く、従業員の年齢層が高いという長年の

課題を解消するために、ここ数年で労働条件を改善。中でも労働時

間を大きく見直し、連続勤務時間を15時間（仮眠含む）から8時間

の交代勤務体系に変更した。時間を区切って機械警備に当たるこ

とで、集中力と効率がアップし、個々の時間管理に加えて健康管理

もしやすくなった。国が推進する働き方改革も後押しとなり、有給

休暇取得率向上に努め、子の看護・介護休暇は１時間単位での取得

が可能だ。

田淵浩常務（62）は「人材を大事にしたいという気持ちが一番」と

強調する。従業員の意見を積極的に取り入れようと、業務改善のた

めの提案書を無記名で投書できる鍵付きの専用箱を設置。また、会

議で部署ごとに問題提起し自分たちで改善策を探る。

警備業界は経験値が求められるため、本人が希望すれば再雇用

しているが、近年は新卒も積極的に採用している。警備に関する資

格取得の費用を会社が全額負担し、入社後のサポート体制も充実。

人手不足を危惧する田淵常務は「定年を引き上げつつ、地元に定着

してくれる若い人材を育てたい」と話し、仕事と家庭を両立して安

心して働き続けられる会社を目指す。

コ
コ
に

注
目
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イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❷

❶連続勤務から交代勤
務 へ の 変 更 に よ り 、
ワーク・ライフ・バラ
ンスを実現！

❷業務改善のための提案
書箱を設置し、従業員の
声を職場づくりに反映！

株式会社

06 イクボス・ファミボスの実践



鳥取県保健事業団
（鳥取市、平尾正人理事長、197人）

子育て、介護と両立しやすく

各種制度の存在を、所属長が定例会議などで繰り返し周知。活用を呼び掛けている

（令和4年2月18日 日本海新聞掲載）

鳥取県民の健康診断や各種がん検診、水・大気・食品など生活環

境に関する検査全般を手掛け、公衆衛生に関する調査研究やそれ

らで得た知見を生かした啓発も行う。職員の平均年齢は47歳。若い

世代も多い中で、家族の介護を担う家庭事情を抱えることの多い

50、60代の職員が45％を占め、子育てだけでなく、介護と両立しや

すい仕組み作りを目指す。

年次有給休暇、子の看護休暇、介護休暇は、時間単位で取得でき、

使いやすい状況にある。企画調整課の山本はるか係長（34）も「子

どもの通院、参観日など、少し抜けたい場合に最適な仕組みで助か

る」と実感。また、育児休業後は、短時間勤務、所定外労働の免除な

どの制度も活用できる。

所属長による積極的な声掛けで、各種制度を使いやすい雰囲気

づくりにも努める。総務企画部の村尾保雄次長（53）は「定例会議

などで重ねて周知している。職員から家族状況の変化を相談され

た際も利用できる制度を伝え、『知らなかった』がないように努めて

いる」と話し、自身も積極的に制度を活用して、ワーク・ライフ・バラ

ンスを実践する姿も示す。

また、時間外勤務の削減にも注力し、繁忙期を見越した業務配分

や事務分担の見直し、グループウェアを利用したスケジュールや業

務の進ちょく状況などの情報共有化を進め、特定の部署や担当者

に業務が偏らないよう取り組みを進めている。

平尾理事長は「県民の豊かな生活を後押しする組織だけに、職員

が活力ある生活を送れる職場環境の構築は、重要なタスク」と話

し、さらなる環境改善を見据える。

コ
コ
に

注
目
!

イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❸

❶時間単位での各種休
暇制度により、仕事と
家庭の両立を支援！

❷所属長の積極的な声
かけにより、休暇制度
が使いやすい職場風土
づくりに取り組む！

公益財団法人
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イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❹

コ
コ
に

注
目
!

（令和4年2月25日 日本海新聞掲載）

ジューケン
（鳥取市、加藤辰宏社長、35人）

社内初の男性育休取得
育休を取得し、自宅で子育てするジュンさん

地域密着の企業として商業店舗や公共施設などの設計・建設を

多く手掛けている。地元の人に寄り添った暮らしを提供する同社

は、社員の働きやすい環境づくりに取り組んでいる。

業務に必要な資格取得の助成制度など福利厚生の充実のほか、

育児や介護との両立を積極的に支援。子育て世代の社員の増加に

伴い、育児休業（育休）を取得する男性社員もでてきた。

昨年８月から育休取得をしているマレーシア出身で工務部土木

課のジュン・ダー・ウェイさん（40）。入社５年目のジュンさんは、当

時公共事業の現場監督を任されていたが、妻の２人目の出産を機

に、家族のことを考えて育休取得を決意したという。会社への相談

には戸惑いもあったというが、業務の引継ぎなど職場の支援を得

て育休生活をスタートさせた。

家庭では４歳の長男と生後半年の長女のお父さん。ベトナム出身

の妻と家事を分担し、育休中はおむつ交換、食事、風呂、食器洗いな

どの家事も積極的に行っている。「一人での子育ては大変。協力が不

可欠で日々勉強」と子育てや家事の大変さを実感しながらも、その

表情は明るい。「妻も外国人ということで日本の文化には不慣れだ

が、子どもたちにはもっと日本の文化に触れてもらいたい。（育休取

得で）子どもの成長を実感できる時間が持ててうれしい」と笑みが

こぼれた。

同社としても初めての男性育休取得者。同社は「今後も社員のた

めに働きやすい環境の整備と福利厚生の充実を図っていきたい」

としている。

❶資格取得費用の助成
制度により、社員の能
力開発を促進！

❷仕事と家庭との両立
支援による男性社員
の育児休業取得！

株式会社
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イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❺

あいおいニッセイ
同和損害保険

（鳥取市、桶本茂生支店長、50人）

生活に即した働き方可能に
宣言を持つ桶本支店長（左）と支店スタッフ

コ
コ
に

注
目
!

（令和4年3月18日 日本海新聞掲載）

「人材育成」と「ワークライフマネジメント」の実現を目指して、

2017年にイクボス・ファミボス宣言をした。支店内にその内容を掲

示することで、全社員が多様な働き方を意識し、働きやすい環境を

整える。

同社の育児短時間勤務制度は小学３年生まで、介護休業制度は

最大１年間利用でき、いずれも法律で定められた内容を上回る制度

となっている。生活実態に即した働き方が可能になるこうした制度

や、勤務時間を前後１時間までずらせるシフト勤務を活用する社員

が増加。また、社内インフラにアクセス可能な携帯電話やパソコン

を支給することで、在宅勤務しやすい環境を整えた。

現在、小学３年生と３歳の子どもがいる奥山知佳さん（37）はシフ

ト勤務で働く。「帰宅後、子どもとの時間が取れて安心。１時間単位

で年次有給休暇が取れ、在宅勤務もできるので、仕事と家庭が両立

しやすい」と話す。

育児休暇中の社員に向けたメルマガの配信や育児に関する社員

用の会員制交流サイト（ＳＮＳ）「カンガルーＣａｆｅ」の開設など、

新商品の発売や会社の動きなどのリアルな情報提供は、職場復帰

への不安解消になると好評だ。

桶本茂生鳥取支店長（48）は「宣言を掲げることで管理職の意識

が変わる。最大の使命である人材育成の骨子となる制度」とイクボ

ス・ファミボス宣言をマネジメントの中心に置き、社員が働き続け

たい会社を目指している。

❶シフト勤務や在宅勤
務制度により、家庭と
の両立を促進！

❷育児休業者へのSNS
を活用した情報共有
により、職場復帰への
不安を解消！

株式会社鳥取支店
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イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❻

コ
コ
に
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目
!

（令和4年12月21日 日本海新聞掲載）

日南福祉会
（日南町、坪倉孔喜理事長、従業員148人）

妊娠時から復職を
手厚く支援 「イクボス・ファミボス宣言」を手にする坪倉理事長（中央）と夫婦で同会に勤める職員

「健全経営」「まごころのサービス」「職員の自己実現」を経営方針

に掲げる。マンパワーが何より大切な介護・福祉分野で長年、職員

の働きやすさを重視。誰もが働きやすい職場環境を整備して、利用

者に喜ばれるより良いサービス提供につなげている。

従業員の８割近くを女性が占める日南福祉会。出産に伴って休業

する職員を手厚くサポートする。上司や労務担当者を交えて、妊娠

時から産休育休中の期間のほか、復職後2カ月までの支援プランを

立て、復職前には再度就業希望を確認し就業環境に配慮。夜勤のな

い部署での復職など家庭との両立を支援している。

復職後は始業時間の繰り下げや終業時間の繰り上げをする短時

間勤務や所定外労働の免除制度がある。どちらも子が小学校就学

の始期に達するまで利用でき、また、男性職員には３日間の配偶者

出産休暇制度がある。

さらに、事業所内保育所の活用により、職員は無料で子どもを預

けることができ、土曜・祝日の受け入れや給食の提供など利用のし

やすさが職員から喜ばれている。

職員の健康面では、部署と職員それぞれで健康に関する目標を

立て、部署全体で一人一人の健康を気遣い合う健康経営を推進。ま

た、職員の人材育成面では、資格取得費用の法人負担や、半期ごと

に評価面談を行うなど能力アップを後押しする。坪倉孔喜理事長

（64）は「今後もイクボス・ファミボス宣言を推進し、男女ともにライ

フステージに応じた働き方ができるよう職場改善に努めたい。その

ためにも職員の声にしっかりと耳を傾けていきたい」と話す。

❶配偶者出産休暇や事
業所内保育所の活用
により、仕事と家庭と
の両立を支援！

❷職場復帰プラン作成
による円滑な職場復
帰支援や資格取得費
用の法人負担により、
人材育成を推進！

社会福祉法人
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イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❼

さくら建設
（鳥取市、松本勇一社長、従業員17人）

「４週８休」導入、
業務効率化 休暇などのスケジュールはインターネット上で全社員が共有している

（右から松田さん、松本専務）

コ
コ
に

注
目
!

（令和4年12月28日 日本海新聞掲載）

数年前から土・日曜を中心に４週間で休暇を８日取得する「４週８

休」の休日形態を導入し、社員のワーク・ライフ・バランスの実現を

目指してきた。年次有給休暇を含め、休暇が取りやすい職場の雰囲

気づくりにも努めている。

建設業界の長年の課題でもある長時間労働の是正や労働条件

の改善の一環として、40、50代の社員が中心の同社で、若い人材確

保が期待できる４週８休に踏み切り、年間休日数は現在105日と

なった。出勤日が減ることで、工期の遅れなどを心配する声もあっ

たが、発注者などとのオンライン打ち合わせの導入や長時間労働

の主要因だった現場作業後の写真整理などに情報通信技術を活用

し、業務効率化を推進。これらの取り組みによって、予定より１カ月

早く完了した現場もあった。

工事部長の松田巧さん（50）は「連休も取りやすくなり、子どもの

行事に顔を出せる機会が増えたことがうれしい」と喜ぶなど、社員

からも大いに歓迎されている。

有休取得については、タイムカードレコーダーのそばに、全社員

の有休取得状況が一目で分かる紙を貼り、月ごとに更新して、有休

の計画的な取得を促している。松本陽平専務（44）は「全員が休み

を消化していて、プライベートの充実が仕事の意欲向上につながっ

ているように感じる。イクボス・ファミボスとして、私自身が社員と

の意思疎通を深め、一歩先を行く魅力ある会社にしていきたい」と

話す。

❶４週８休の休日形態
により、ワーク・ライ
フ・バランスを推進！

❷有給休暇の取得状況の
可視化により、計画的
な休暇取得を促進！

株式会社
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 Ⅰ. イクボス・ファミボスの理念

　「イクボス・ファミボス」とは、子育てはもちろん介護と仕事を両立できる職場環境づくりを担
い、部下の家庭と仕事の両立を応援するワーク・ライフ・バランスの実践リーダーのことです。
　人口減少が続く中、労働力の確保は、健全な企業経営にとって大きな課題です。
　また、共働き世帯の増加や高齢化の進展により、今後、育児や介護などで、働く時間に制約の
ある従業員が増加することが見込まれます。
　さらに、個人の価値観は多様化しており、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、在宅勤務を
はじめとするテレワークなど、働く場所や時間を限定しない多様で柔軟な働き方への関心が高
まっています。
　企業においては、人材の確保や定着に向け、働きやすい職場環境づくりを進めることがますま
す重要となり、イクボス・ファミボスとしての取組が強く求められています。

　経営者が多様な価値観や働き方を理解し、自らが率先してワーク・ライフ・バランスを充実さ
せ、イクボス・ファミボスとしての決意を表明・発信・実践することで、次のような効果が期待でき
ます。

・充実したワーク・ライフ・バランスを応援する企業としてのイメージが定着し、多様な人材の確
保につながります。

・職場でのコミュニケーションの活性化により、風通しの良い職場風土が形成され、結束力が高
まり、緊急時にもチームでカバーし合える関係づくりにつながります。

・必要な時に休暇や両立支援制度を利用しやすくなり、就業継続につながります。
・限られた時間で成果を出せるよう、仕事の進め方の見直し、効率化につながります。
・プライベートの充実により、従業員の意欲や満足度の向上につながります。
・従業員の心身の健康につながります。

求められるイクボス・ファミボス

経営戦略としてのイクボス・ファミボス

イクボス・ファミボスの実践 03

イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❽

コ
コ
に
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目
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（令和5年1月24日 日本海新聞掲載）

鳥取部品
（琴浦町、深谷紀行社長、従業員84人）

働く姿に接する
こども参観日 従業員の子どもが職場を見学し、ものづくりを体験する「こども参観日」

仕事と家庭を両立し、全従業員が働きやすい職場を実現しよう

と、2017年にイクボス・ファミボス宣言をした。従業員による意見を

ボトムアップする環境を整え、有休を取りやすい職場風土もつく

り、21年度は全従業員の年次有給休暇日数の取得実績が付与日数

の77％を達成している。

主に自動車や農業建機の部品（ワイヤハーネス）の製造・設計など

を手がけ、従業員の約６割が女性で子育て世代が多い。仕事と家庭

の両立支援を進める職場づくりの一つが「こども参観日」の実施。

従業員の子どもを職場に招待し、父親や母親が働く姿に接しても

らい、ものづくりも体験してもらう。家族や同僚の理解が進む上、

「やりがいや士気向上にもつながる」「子どもとコミュニケーション

が図れた」と従業員からも好評だ。

そのほかにもより活用しやすい多様な有休取得の取り組みをそ

ろえる。有休を計画的に取得できるよう有給休暇取得奨励日を設

定したほか、消化できなかった年次有給休暇を最大年５日、通常の

年次有給休暇とは別に長期の療養や介護・看護などのため次年度

以降に積み立て、最大で８年分40日まで活用できる「バックアップ

ホリデー」を導入。従業員の提案による職場づくりも大切にしてお

り、従業員でつくる「健康委員会」からの要望で、昨年10月から２時

間単位で有休取得できる取り組みも始めた。

深谷社長（52）は「基本はやはり人で、従業員の心身の健康があっ

てこそ会社は成り立つ。多様性を重視し、誰もが共に働きやすい職

場を作っていきたい」と話し、従業員が働き続けたいと思える会社

づくりに取り組んでいる。

❶こども参観日の実施
に よ り 、家 庭 内 の コ
ミュニケーションを
促進！

❷有給休暇の取得奨励
日の設定や積立制度
等により、ワーク・ラ
イフ・バランスを推進！

株式会社
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イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❾

コ
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（令和5年2月3日 日本海新聞掲載）

ヤマタ
ホールディングス
（鳥取市、山田雄作社長、従業員数15人）

きめ細かな面談や
制度充実

社内コミュニケーションを大切にして、働きやすい職場を目指している

きめ細かな面談や制度の活用を通して、子育て世代が安心して働

ける環境を整えている。独自の年次有給休暇の積立制度も検討し

ており、育児や介護など多様なライフスタイルに合わせた働き方を

サポートする。

コミュニケーションを大切にしている同社の面談は、妊娠時や育

児休業取得前、復帰前後に行う。小まめに社員の希望を聞いて、勤

務時間帯の変更や部署異動も柔軟に対応している。男性も積極的

に育児休業を取得し、最長で１年間取った社員もいる。面談で担当

業務を全て洗い出し、場合によってはアウトソーシングすることも

あり「業務体制を見直し、仕事の精度を高めることにもつながる」

と総務・ＨＲユニット宮谷由佳ユニットマネジャー（33）は話す。復

帰後も子の看護休暇（年5日有給休暇）や、一事由につき3日間休め

るコロナ特別休暇を導入。また、社員は年次有給休暇を計画的に取

り、有効活用できている。

今後は、取得できずに消滅していた年次有給休暇を、一定期間積

み立てられる仕組みを導入する予定。本人のけがや病気、家族の介

護で使用できるようにする。いつまでも働き続けられる企業である

ために、社員の事情に合わせて各種休暇を取りやすい雰囲気づくり

に努める。「病気や育児、介護はお互いさまのこと。長い目で見たと

きに、フォロー体制の強化と制度の整備は重要。さらに取り組まな

ければならない」として、ワーク・ライフ・バランスを推進していく。

❶妊娠時や育児休業取
得前、復帰前後の面談
により、社員が希望す
る柔軟な働き方をサ
ポート！

❷子の看護休暇（有給）
等の各種休暇制度に
より、仕事と家庭との
両立を支援！

株式会社
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Ⅱ.  イクボス・ファミボス宣言優良企業の取組

ＦＤＫ
株式会社鳥取工場

（岩美町、成瀬悟工場長、社員370人）

有休取得推進「３勤３休」も
成瀬工場長（左から２人目）のイクボス宣言を再確認する社員たち

（令和4年1月15日 日本海新聞掲載）

年次有給休暇の取得70％（14日）以上－。成瀬悟工場長（52）がイ

クボス宣言の中で約束した項目の一つ「長時間労働を抑制し、有休

が取りやすい職場風土をつくる」ための数値目標だ。本年度は社員

全員の70％取得を目指し、６割の社員が達成した昨年度よりさら

に高い目標を掲げる。

電池の製造を手掛けるＦＤＫ鳥取工場（本社・東京都）。生活と仕

事の調和を図りながら効率的に働くことができるよう、総務・管理

など間接部門にフレックスタイム制度を導入し、130人が活用。

　一方、24時間稼働の製造部門には１時間単位での有休取得を認

めている。

有休取得推進のため、月ごとに全員の休暇予定を公開している

部署も。野沢操総務部長（56）は「1人では休みにくい。部署全員の休

暇予定を見える化することで、忙しくて休めない人の仕事をシェア

する雰囲気も生まれる」と評価する。

また、ワーク・ライフ・バランス実践のため、製造部門で「４勤２

休」から「３勤３休」の勤務体制に移行を進め、勤務時間を調整する

とともに、休日を増やしてまとまった休みが取れるようにした。

　工場長を座長に、各班のリーダーが集う意見交換でも３勤３休の

推進要望があった。社員からは「しっかり休むことができ、体力的

にも楽。仕事への集中力が高まるし、プライベートの充実にもつな

がる」と好評だ。

成瀬工場長は「家族との時間を大切にしたり、自らを高めるなど

仕事以外の時間を有意義に使ってほしいと思っている。全社員の有

休取得70％以上は、働きがいのある職場にしていくために達成し

なければならない目標だ」と意気込む。

イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❶
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❶フレックスタイム制
度や時間単位による
有給休暇制度により、
仕事と家庭との両立
を支援！

❷３勤３休の勤務形態
により、ワーク・ライ
フ・バランスを推進！
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イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み10
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❶育児・介護で利用でき
る独自の休暇制度の
導入により、仕事と家
庭との両立を支援！

❷経営者と全従業員に
よる面談を通じた社
内コミュニケーショ
ンの促進！

（令和5年2月17日 日本海新聞掲載）

山陰スバル
（米子市、石原亘社長、社員152人）

社長が一人一人と面談
面談で社員の話に耳を傾ける石原社長（右）

仕事と家庭を両立し、男女ともに生き生きと働ける職場づくりを

進め、法定を上回る休暇や短時間勤務などの制度を導入。年次有給

休暇の平均取得日数は１５日（２０２１年度）で、全国のスバル販売

会社の中で１位。社員の声に耳を傾けつつ、働きやすさと生産性向

上の好循環による企業成長を目指している。

就業規則や人事評価は中四国スバル販売会社グループ共通の制

度を運用し、育児短時間勤務は小学３年まで、育児・介護に利用で

きる特別休暇は法定休暇に加え年２０日まで取得可能。育児のため

に特別休暇を活用する男性社員も年々増えつつある。

年次有給休暇は、年５日取得の義務化を機に計画的な取得を推

進。社員が心身ともに健康で働ける職場を目指す健康経営の取り

組みの一環としても力を入れ、必要に応じて個別に声かけをするな

ど、職場全体で積極的に取得を促してきた。

社内のコミュニケーションも重視し、石原社長による全社員との

面談は時間制限を設けず、一人一人とじっくり向き合う。時には趣

味の話題で盛り上がることもあり、職場の課題を把握するだけで

なく、社員との関係性を深めるきっかけにもなっている。

石原社長は「社員が生き生きと働く姿勢は、お客さまにも伝わる

はず。人口減少やＥＶ化などの課題に対応しつつ収益を上げていく

ためにも、より働きやすい環境を目指し、社員の意欲や生産効率を

高めていきたい」と力を込める。

株式会社
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イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み11
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❶有給休暇の積立制度
やフレックスタイム
制 度 等 に よ り 、ワ ー
ク・ライフ・バランス
を推進！

❷定期的な上司と部下
との面談により、従業
員の状況把握や信頼
関係の構築を促進！

（令和5年2月25日 日本海新聞掲載）

リコーＩＴ
ソリューションズ

（鳥取市、木下明弘事業所管理者、社員98人）

従業員の状況把握にも力 月１～２回の「１ｏｎ１」ミーティングは、部下を取り巻く事情を把握するのに有効

ソフトウエア開発などリコーグループのＩＴ分野を支えている。多

様な人々がその個性や環境を認め合いながら働くことを尊重する

リコーグループの方針に沿い、家庭と仕事の両立を支える社内制度

や管理職による風土づくりに努めている。

育児休業は子どもが２歳の誕生月の月末まで、介護休業は２年間

までと、取得可能な期間の上限を、法定より拡充。特に育児休業か

らの職場復帰の際は、保育園などの預け先が確定するタイミング

などに無理なく対応できると社員からの評判もよい。

復帰後の働き方も柔軟だ。短時間勤務制度、コアタイムなしのフ

レックスタイム制に加え、コロナ禍で一気に進んだ在宅勤務を組み

合わせることができる。失効する有給休暇の積み立て制度も、家族

の行事や体調急変など突発的な出来事の対応に役立っている。

管理職は各種制度を活用しやすい雰囲気づくり、従業員の状況

把握にも力を入れる。毎週、管理職による残業チェックの場を設け

て、業務の偏りや繁忙期を見越した対応などを実施。また定期的に

上司と部下が話し合う「１ｏｎ１（ワンオンワン）」ミーティングを月

１～２回のペースで行う。業務ではなく個人に焦点をあてた会話の

中で、家庭の事情なども含め、部下の環境変化を把握する場として

有効で、信頼関係の構築に加え、利用可能な制度を把握してもらう

好機にもなっている。

木下事業所管理者（54）は、「今後も一人一人が活躍できる環境づ

くりに目を配り、キャリアを存分に築けるサポートをしていきたい」

と話す。

株式会社 鳥取事業所
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鳥取県保健事業団
（鳥取市、平尾正人理事長、197人）

子育て、介護と両立しやすく

各種制度の存在を、所属長が定例会議などで繰り返し周知。活用を呼び掛けている

（令和4年2月18日 日本海新聞掲載）

鳥取県民の健康診断や各種がん検診、水・大気・食品など生活環

境に関する検査全般を手掛け、公衆衛生に関する調査研究やそれ

らで得た知見を生かした啓発も行う。職員の平均年齢は47歳。若い

世代も多い中で、家族の介護を担う家庭事情を抱えることの多い

50、60代の職員が45％を占め、子育てだけでなく、介護と両立しや

すい仕組み作りを目指す。

年次有給休暇、子の看護休暇、介護休暇は、時間単位で取得でき、

使いやすい状況にある。企画調整課の山本はるか係長（34）も「子

どもの通院、参観日など、少し抜けたい場合に最適な仕組みで助か

る」と実感。また、育児休業後は、短時間勤務、所定外労働の免除な

どの制度も活用できる。

所属長による積極的な声掛けで、各種制度を使いやすい雰囲気

づくりにも努める。総務企画部の村尾保雄次長（53）は「定例会議

などで重ねて周知している。職員から家族状況の変化を相談され

た際も利用できる制度を伝え、『知らなかった』がないように努めて

いる」と話し、自身も積極的に制度を活用して、ワーク・ライフ・バラ

ンスを実践する姿も示す。

また、時間外勤務の削減にも注力し、繁忙期を見越した業務配分

や事務分担の見直し、グループウェアを利用したスケジュールや業

務の進ちょく状況などの情報共有化を進め、特定の部署や担当者

に業務が偏らないよう取り組みを進めている。

平尾理事長は「県民の豊かな生活を後押しする組織だけに、職員

が活力ある生活を送れる職場環境の構築は、重要なタスク」と話

し、さらなる環境改善を見据える。
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イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❸

❶時間単位での各種休
暇制度により、仕事と
家庭の両立を支援！

❷所属長の積極的な声
かけにより、休暇制度
が使いやすい職場風土
づくりに取り組む！

公益財団法人
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イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❺

あいおいニッセイ
同和損害保険

（鳥取市、桶本茂生支店長、50人）

生活に即した働き方可能に
宣言を持つ桶本支店長（左）と支店スタッフ

コ
コ
に

注
目
!

（令和4年3月18日 日本海新聞掲載）

「人材育成」と「ワークライフマネジメント」の実現を目指して、

2017年にイクボス・ファミボス宣言をした。支店内にその内容を掲

示することで、全社員が多様な働き方を意識し、働きやすい環境を

整える。

同社の育児短時間勤務制度は小学３年生まで、介護休業制度は

最大１年間利用でき、いずれも法律で定められた内容を上回る制度

となっている。生活実態に即した働き方が可能になるこうした制度

や、勤務時間を前後１時間までずらせるシフト勤務を活用する社員

が増加。また、社内インフラにアクセス可能な携帯電話やパソコン

を支給することで、在宅勤務しやすい環境を整えた。

現在、小学３年生と３歳の子どもがいる奥山知佳さん（37）はシフ

ト勤務で働く。「帰宅後、子どもとの時間が取れて安心。１時間単位

で年次有給休暇が取れ、在宅勤務もできるので、仕事と家庭が両立

しやすい」と話す。

育児休暇中の社員に向けたメルマガの配信や育児に関する社員

用の会員制交流サイト（ＳＮＳ）「カンガルーＣａｆｅ」の開設など、

新商品の発売や会社の動きなどのリアルな情報提供は、職場復帰

への不安解消になると好評だ。

桶本茂生鳥取支店長（48）は「宣言を掲げることで管理職の意識

が変わる。最大の使命である人材育成の骨子となる制度」とイクボ

ス・ファミボス宣言をマネジメントの中心に置き、社員が働き続け

たい会社を目指している。

❶シフト勤務や在宅勤
務制度により、家庭と
の両立を促進！

❷育児休業者へのSNS
を活用した情報共有
により、職場復帰への
不安を解消！

株式会社鳥取支店
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イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❼

さくら建設
（鳥取市、松本勇一社長、従業員17人）

「４週８休」導入、
業務効率化 休暇などのスケジュールはインターネット上で全社員が共有している

（右から松田さん、松本専務）
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（令和4年12月28日 日本海新聞掲載）

数年前から土・日曜を中心に４週間で休暇を８日取得する「４週８

休」の休日形態を導入し、社員のワーク・ライフ・バランスの実現を

目指してきた。年次有給休暇を含め、休暇が取りやすい職場の雰囲

気づくりにも努めている。

建設業界の長年の課題でもある長時間労働の是正や労働条件

の改善の一環として、40、50代の社員が中心の同社で、若い人材確

保が期待できる４週８休に踏み切り、年間休日数は現在105日と

なった。出勤日が減ることで、工期の遅れなどを心配する声もあっ

たが、発注者などとのオンライン打ち合わせの導入や長時間労働

の主要因だった現場作業後の写真整理などに情報通信技術を活用

し、業務効率化を推進。これらの取り組みによって、予定より１カ月

早く完了した現場もあった。

工事部長の松田巧さん（50）は「連休も取りやすくなり、子どもの

行事に顔を出せる機会が増えたことがうれしい」と喜ぶなど、社員

からも大いに歓迎されている。

有休取得については、タイムカードレコーダーのそばに、全社員

の有休取得状況が一目で分かる紙を貼り、月ごとに更新して、有休

の計画的な取得を促している。松本陽平専務（44）は「全員が休み

を消化していて、プライベートの充実が仕事の意欲向上につながっ

ているように感じる。イクボス・ファミボスとして、私自身が社員と

の意思疎通を深め、一歩先を行く魅力ある会社にしていきたい」と

話す。

❶４週８休の休日形態
により、ワーク・ライ
フ・バランスを推進！

❷有給休暇の取得状況の
可視化により、計画的
な休暇取得を促進！

株式会社
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イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み❾
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（令和5年2月3日 日本海新聞掲載）

ヤマタ
ホールディングス
（鳥取市、山田雄作社長、従業員数15人）

きめ細かな面談や
制度充実

社内コミュニケーションを大切にして、働きやすい職場を目指している

きめ細かな面談や制度の活用を通して、子育て世代が安心して働

ける環境を整えている。独自の年次有給休暇の積立制度も検討し

ており、育児や介護など多様なライフスタイルに合わせた働き方を

サポートする。

コミュニケーションを大切にしている同社の面談は、妊娠時や育

児休業取得前、復帰前後に行う。小まめに社員の希望を聞いて、勤

務時間帯の変更や部署異動も柔軟に対応している。男性も積極的

に育児休業を取得し、最長で１年間取った社員もいる。面談で担当

業務を全て洗い出し、場合によってはアウトソーシングすることも

あり「業務体制を見直し、仕事の精度を高めることにもつながる」

と総務・ＨＲユニット宮谷由佳ユニットマネジャー（33）は話す。復

帰後も子の看護休暇（年5日有給休暇）や、一事由につき3日間休め

るコロナ特別休暇を導入。また、社員は年次有給休暇を計画的に取

り、有効活用できている。

今後は、取得できずに消滅していた年次有給休暇を、一定期間積

み立てられる仕組みを導入する予定。本人のけがや病気、家族の介

護で使用できるようにする。いつまでも働き続けられる企業である

ために、社員の事情に合わせて各種休暇を取りやすい雰囲気づくり

に努める。「病気や育児、介護はお互いさまのこと。長い目で見たと

きに、フォロー体制の強化と制度の整備は重要。さらに取り組まな

ければならない」として、ワーク・ライフ・バランスを推進していく。

❶妊娠時や育児休業取
得前、復帰前後の面談
により、社員が希望す
る柔軟な働き方をサ
ポート！

❷子の看護休暇（有給）
等の各種休暇制度に
より、仕事と家庭との
両立を支援！

株式会社

13イクボス・ファミボスの実践
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●FDK株式会社鳥取工場（岩美町）

●山陰警備保障株式会社（鳥取市）

●公益財団法人鳥取県保健事業団（鳥取市）

●株式会社ジューケン（鳥取市）

●あいおいニッセイ同和損害保険株式会社鳥取支店（鳥取市）

●社会福祉法人日南福祉会（日南町）

●株式会社さくら建設（鳥取市）

●鳥取部品株式会社（琴浦町）

●ヤマタホールディングス株式会社（鳥取市）

●山陰スバル株式会社（米子市）

●リコーITソリューションズ株式会社鳥取事業所（鳥取市）

思いやりでひとを育み企業の活力アップ!

毎月19日はイクボス・ファミボスの日

イクボス・ファミボス
実践企業の取り組み11

コ
コ
に

注
目
!

❶有給休暇の積立制度
やフレックスタイム
制 度 等 に よ り 、ワ ー
ク・ライフ・バランス
を推進！

❷定期的な上司と部下
との面談により、従業
員の状況把握や信頼
関係の構築を促進！

（令和5年2月25日 日本海新聞掲載）

リコーＩＴ
ソリューションズ

（鳥取市、木下明弘事業所管理者、社員98人）

従業員の状況把握にも力 月１～２回の「１ｏｎ１」ミーティングは、部下を取り巻く事情を把握するのに有効

ソフトウエア開発などリコーグループのＩＴ分野を支えている。多

様な人々がその個性や環境を認め合いながら働くことを尊重する

リコーグループの方針に沿い、家庭と仕事の両立を支える社内制度

や管理職による風土づくりに努めている。

育児休業は子どもが２歳の誕生月の月末まで、介護休業は２年間

までと、取得可能な期間の上限を、法定より拡充。特に育児休業か

らの職場復帰の際は、保育園などの預け先が確定するタイミング

などに無理なく対応できると社員からの評判もよい。

復帰後の働き方も柔軟だ。短時間勤務制度、コアタイムなしのフ

レックスタイム制に加え、コロナ禍で一気に進んだ在宅勤務を組み

合わせることができる。失効する有給休暇の積み立て制度も、家族

の行事や体調急変など突発的な出来事の対応に役立っている。

管理職は各種制度を活用しやすい雰囲気づくり、従業員の状況

把握にも力を入れる。毎週、管理職による残業チェックの場を設け

て、業務の偏りや繁忙期を見越した対応などを実施。また定期的に

上司と部下が話し合う「１ｏｎ１（ワンオンワン）」ミーティングを月

１～２回のペースで行う。業務ではなく個人に焦点をあてた会話の

中で、家庭の事情なども含め、部下の環境変化を把握する場として

有効で、信頼関係の構築に加え、利用可能な制度を把握してもらう

好機にもなっている。

木下事業所管理者（54）は、「今後も一人一人が活躍できる環境づ

くりに目を配り、キャリアを存分に築けるサポートをしていきたい」

と話す。

株式会社 鳥取事業所

15イクボス・ファミボスの実践


